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※建物はあくまでも参考プランです。プランはお客様自身でご自由にお決めいただけます。
※当該プランは土地購入者の設計プランの参考に資するための一例であって採用の可否は土地購入者の自由な判断に委ねられています。

No.2
参考プラン

収納をまとめることで、家事や整理
整頓が楽にできる。また、将来居室
にしたい場合にもフレキシブルに対
応できます。

ファミリークローク
アプローチに緑を設けることで、分譲
地の雰囲気づくりの一助となります。

アプローチ

動線を中心にまとめることで、
それぞれの部屋を大きく取れ
るように設計。

動線

南側を下屋とすることで、隣地の
住宅からの距離を確保。圧迫感
をなくし、採光を取り入れている。

下屋

LDKの奥まで光が届くように、階
段の吹き抜けをトップライトとして
活用。光を1階に届け、北側住戸の
デメリットを解消しています。また、
視線の抜ける鉄骨階段を採用し、
LDKを緩やかに分節。ダイニング
キッチン、ワークスペースなどの居
場所をつくり出しています。

階段
庭とのつながりを大切にするため、
人が留まる場所には開口を設け、
視線が庭へと移るように計画。

南側開口

隣地にも住宅が建つという条件を読み解き、建物の中心にシンボリックな階段を配置したプラン。階段の吹き抜け

を活かして自然光がふんだんに入る明るい室内になるよう計画しました。

また、LDK を緩やかに分節することで、ただ広いだけの LDK ではない、居場所をつくり出すためのバッファーと

しても機能します。

「階段を囲う家」
CONCEPT

北側にマンションがあるため、大きな開口は設
けず、落ち着いた雰囲気となるように計画。
開口部が少なくても、閉鎖的な印象にならな
いよう、木を使用したり塗り壁を採用したり、
暖かな印象の建物になるよう配慮しました。

外観


